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工学部 

 

１．学部等の理念・目的および教育目標 

（１）理念・目的等 

【現状の説明】 

（理念・目的等の適切性） 

工学部は、本学の理念を踏まえ、良心に基づいた社会的責任感を有し、時代に即応した判断力と、

科学技術を以て社会の持続的発展に貢献する人材を育成することを教育の理念とする。この理念に

基づき、工学・技術に求められる豊かな創造性と実務に即した応用力を育成するために、十分な基

礎学力に加えて深い専門の科学技術と、幅広い教養を修得させて調和の取れた人格の発達を促すこ

とを目的とする。 

（理念・目的等の周知の方法） 

理念・目的等はホームページなどで公開している。また、工学部ならびに各学科のアドミッショ

ンポリシー、カリキュラムポリシー、ディプロマポリシーは、毎年の事業計画に明示している。 

【点検・評価】 

工学部の理念・目的は福岡大学学則第 1 条 2 に明記されている。また、アドミッションポリシー、

カリキュラムポリシー、ディプロマポリシーは、毎年の事業計画に明示している。したがって、こ

れらの周知の方法については問題ない。 

 

２．学士課程の教育内容・方法等 

【到達目標】 

 本学の教育目標にしたがい、専門教育、教養教育、外国語、情報教育等に関わる授業科目を適切

に配置しているが、4 年間を通じてバランスよく、かつ無理なく学習できるように、今後 4 年間（平

成 20 年度の相互評価後、3 年以内）で、1 年間に履修登録できる単位数の上限を 56 単位から 50 単

位未満に設定したい。また、授業評価の結果を、「福岡大学工学部・工学研究科報」（平成 17 年度

に創刊、2 年ごとに刊行）に公表しているが、今後は、学生へ公表するとともに、良い評価を得た

教員の授業を参観し、授業改善に生かせる制度を充実させる。 

 化学システム工学科は、平成 19 年に JABEE の認定を申請した。平成 20 年には、電子情報工学科、

社会デザイン工学科および建築学科が申請予定である。また、機械工学科および電気工学科も JABEE

の申請に準拠した形で学習目標の設定、カリキュラムの点検、教育マネジメントサイクルの実現を

図っていく。 

工学部での教育は、社会のニーズに対応させる形態で「ものづくり」を基本とした人材育成を学

科体制で行い、機能してきた。しかし、21 世紀の工学技術を担うためには、総合的工学知識を持ち、

しかも複数の専門工学を修得した多能な人材が求められる。工学部は、4 年以内に、学部後期（3

年後期、4 年次）において総合的工学科目、他学科専門科目等を履修できる制度を整備したい。 
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（１）教育課程等 

①学部・学科等の教育課程 

【現状の説明】 

（教育課程と理念・目的等との関係、カリキュラムの体系性、専門・教養・外国語科目の量的配分） 
工学部の理念・目的・教育目標にしたがい、以下の事項を考慮してカリキュラムを組んでいる。 

１．幅広い共通教育：幅広い教養と豊かな創造力を育む。 

２．国際基準のカリキュラム：JABEE 認定教育プログラムや学びをサポートする授業を充実する。 

３．1年次から工学基礎を修得する。：工学教育に必要な基礎知識を修得する。 

４．尐人数専門教育：豊富な実習･実験などを尐人数で学ぶ。 

５．インターンシップ：企業の現場で生きた工学を体験する。 

６．卒業論文・卒業計画：4 年間の学びと体験を集大成する。 

各科のコースによって必修科目および選択科目の内訳が異なるが、工学部の学生は、次の単位を

修得しなければならない。なお、卒業単位は総計 138 単位である。 

（１） 共通教育科目（総合教養科目、外国語科目、保健体育科目）：合計 26 単位以上 

（２） 工学共通科目：合計 20～24単位以上（学科により異なる） 

（３） 専門教育科目：合計 88～90単位以上（学科により異なる） 

（基礎教育・倫理教育の位置づけ） 

 共通教育科目、工学共通科目および専門教育科目をバランスよく、配列している。ほとんどの学

科で、日本語能力不足や数学および物理学などの基礎学力不足の学生に対しては、1 年次に配列し

ている導入科目や補習科目で対応している。また、デザイン能力やマネジメント能力を身につけさ

せるために、学生が問題意識をもって、自主的に学習に取り組める設計・演習や卒業論文を配列し

ている。 

コミュニケーション能力を身につけさせるため、外国語科目、コミュニケーションに関する科目

（社会デザイン工学科の「総合コミュニケーション」や化学システム工学科の「外書講読コミュニ

ケーション」など）を配置している。また、「技術者倫理」あるいは関連科目で技術者としての倫理

性を培う教育を行っている。しかし、一部の学科では、「技術者倫理」をカリキュラムに取り入れて

いない。 

（専門教育科目と理念・目的との適合性 ） 

 化学システム工学科は、平成 14(2002)年に次いで、平成 19 年に JABEE 審査を受けた。平成 20 年

度に、電子情報工学科、社会デザイン工学科および建築学科が審査を受ける予定である。JABEE 審

査で認定された場合、JABEE コースの修了者は国際標準の能力を保証される。 

（基礎教育・教養教育の責任体制） 

 教養教育の実施は全学共通の共通教育センターで行われており、共通教育の全学教育課程におけ

る位置づけは教務委員会で管理されている。工学部からはそれぞれに委員を派遣し、責任体制の一

端を担っている。 

（一般教養科目の編成） 

一般教養的授業科目の編成における「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性

を涵養」するために、総合教養科目 12 単位以上が卒業要件として設けられており適切である。総合

教養科目 12 単位のうち、人文科学は 4単位以上、社会科学は 4 単位以上必要であり、他に自然科学、
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総合系列科目の中から残りの必要単位を取ることができるようになっている。平成 17 年に総合教養

科目担当者と工学部教員間のネットワークの構築を進め、共通教育センターと工学部でネットワー

ク構築を合意した。平成 17 年度より工学部学生は総合教養科目として自然科学科目を履修し、工学

部で開講していない生物、地学の分野に関する総合的な教養を身につけることができるようになっ

た。平成 18 年度より総合系列科目として工学部教員が主催する「科学技術が支える私たちの生活」

と題する科目がスタートし全学部生向けに最新の技術動向を講義している。 

（外国語科目の編成） 

 外国語教育は言語教育研究センターでの議論や検討を経て実施されている。現在、英語では目的

別クラス編成がとられている。目的別クラス分けは、学生の希望と英語運用能力テストの結果に基

づいて行われている。フレッシュマン・イングリッシュの再履修者は全学で約 2,500 人、インター

ミディエイト・イングリッシュの再履修者は約 3,300 人と非常に多いのが現状である。卒業要件と

しては第一外国語 8 単位以上、第二外国語 4 単位以上としている。 

【点検・評価】 

電子情報工学科では、産業界の要望が強いソフト部門やデジタル系のソフト部門に関する専門科

目に若干の不備が認められる。化学システム工学科の化学プロセス工学コースは JABEE の審査を受

け、適切との評価を受けているが、化学システム工学コースについては、選択科目が多いことによ

る学生の授業への取り組み姿勢の希薄化が生じていないかなどを点検中である。建築学科では、設

計・計画、構造、総合の三つのコースを設けたが、構造コースに進む学生が予定より尐ない状況が

続いている。 

学生が「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養」するために十分な数

の総合教養科目が設置されている。共通教育センターと工学部の間で教員間ネットワークの構築が

なされている。 

総合教養科目枠 12 単位は、他学部に比べて尐なく、卒業単位数に占める総合教養科目単位の割

合は、人文・法・経・商学部の 0.156 に比べて工学部は 0.087 と半分程度である。 

 外国語科目の履修は、学生の希望が優先されるため、本当の目的別のクラス編成にはなっていな

い。目的別クラスで教育されている英語のレベル、さらには目的別クラスの編成に対して学部の要

望が十分反映されているとは言えない。また、英語の再履修クラスを受講する学生が多いことも問

題である。その一部は夏期休業中に集中講義として実施されているが、インターンシップなどの実

施と重複することも多い。 

【改革・改善策】 

 まだ、「技術者倫理」をカリキュラムに取り入れていない機械工学科および電気工学科は、今後の

カリキュラム改正で対応する。電子情報工学科では、JABEE への対応ばかりでなく、必修・選択の

配分、学科の再編まで視野に入れたカリキュラムの抜本的改革を検討している。社会デザイン工学

科の導入科目「社会デザインとの出合い」の発表会や「卒業論文」の試問会を平成 20 年度からオー

プンにして、地域住民や企業などからの外部評価を求める。建築学科では、構造コースに進む学生

が尐ないことを受け、学生や社会の要求を反映させるために専門性を重視した二つのコースを統合

し、カリキュラムの見直しを行う。 

 総合教養科目については、より幅広く深い教養を培うため単位枠を増やすことを検討する。 

工学部として英語の教育に何を望むのか、エンジニアとして国際化に対応できる外国語能力とは
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総合系列科目の中から残りの必要単位を取ることができるようになっている。平成 17 年に総合教養

科目担当者と工学部教員間のネットワークの構築を進め、共通教育センターと工学部でネットワー

ク構築を合意した。平成 17 年度より工学部学生は総合教養科目として自然科学科目を履修し、工学

部で開講していない生物、地学の分野に関する総合的な教養を身につけることができるようになっ

た。平成 18 年度より総合系列科目として工学部教員が主催する「科学技術が支える私たちの生活」

と題する科目がスタートし全学部生向けに最新の技術動向を講義している。 

（外国語科目の編成） 

 外国語教育は言語教育研究センターでの議論や検討を経て実施されている。現在、英語では目的

別クラス編成がとられている。目的別クラス分けは、学生の希望と英語運用能力テストの結果に基

づいて行われている。フレッシュマン・イングリッシュの再履修者は全学で約 2,500 人、インター

ミディエイト・イングリッシュの再履修者は約 3,300 人と非常に多いのが現状である。卒業要件と

しては第一外国語 8 単位以上、第二外国語 4 単位以上としている。 

【点検・評価】 

電子情報工学科では、産業界の要望が強いソフト部門やデジタル系のソフト部門に関する専門科

目に若干の不備が認められる。化学システム工学科の化学プロセス工学コースは JABEE の審査を受

け、適切との評価を受けているが、化学システム工学コースについては、選択科目が多いことによ

る学生の授業への取り組み姿勢の希薄化が生じていないかなどを点検中である。建築学科では、設

計・計画、構造、総合の三つのコースを設けたが、構造コースに進む学生が予定より尐ない状況が

続いている。 

学生が「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養」するために十分な数

の総合教養科目が設置されている。共通教育センターと工学部の間で教員間ネットワークの構築が

なされている。 

総合教養科目枠 12 単位は、他学部に比べて尐なく、卒業単位数に占める総合教養科目単位の割

合は、人文・法・経・商学部の 0.156 に比べて工学部は 0.087 と半分程度である。 

 外国語科目の履修は、学生の希望が優先されるため、本当の目的別のクラス編成にはなっていな

い。目的別クラスで教育されている英語のレベル、さらには目的別クラスの編成に対して学部の要

望が十分反映されているとは言えない。また、英語の再履修クラスを受講する学生が多いことも問

題である。その一部は夏期休業中に集中講義として実施されているが、インターンシップなどの実

施と重複することも多い。 

【改革・改善策】 

 まだ、「技術者倫理」をカリキュラムに取り入れていない機械工学科および電気工学科は、今後の

カリキュラム改正で対応する。電子情報工学科では、JABEE への対応ばかりでなく、必修・選択の

配分、学科の再編まで視野に入れたカリキュラムの抜本的改革を検討している。社会デザイン工学

科の導入科目「社会デザインとの出合い」の発表会や「卒業論文」の試問会を平成 20 年度からオー

プンにして、地域住民や企業などからの外部評価を求める。建築学科では、構造コースに進む学生

が尐ないことを受け、学生や社会の要求を反映させるために専門性を重視した二つのコースを統合

し、カリキュラムの見直しを行う。 
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─  398 ─

Ⅲ．学部・大学院　工学部 Ⅲ．学部・大学院　工学部

─  399 ─



Ⅲ．学部・大学院 工学部 

 398 

何か、などについて工学部の意見を集約し、言語教育研究センターと協議を行う。 

②カリキュラムにおける高・大の接続 

【現状の説明】 

各学科は、1 年次に導入科目として「機械工学基礎演習」、「電子情報工学特論」、「化学工学と社

会」、「社会デザインとの出合い」等を配列している。また、専門科目を学んでいくために必要不可

欠な物理、数学等の基礎学力を十分に修得していない学生に対するリメディアル教育は、これらの

導入科目の中で、あるいは補習授業で行っている。 

【点検・評価】 

 機械工学科では、当初は、尐人数クラスによる個別指導を主体とした導入教育の形態をとり、基

礎的事項の修得や学習意欲の向上が見られた。 

 電気工学科では、尐人数教育で対応しているため、学力差のある学生にも対応できている。学生

と教員との距離が縮まり、学生の学力、性格等を把握し易い。一方で、学生の学力低下も止まらな

い現状があり、より手厚い対応が求められている。 

電子情報工学科の「電子情報工学特論」では、教員と学生との密な接触の場も提供しており、生

活指導等の面でも機能しているが、学生を尐人数のグループに分割してプレゼンテーション等の演

習などを行うために、教員ごとの評価にばらつきが見られることがある。 

化学システム工学科では、「ゆとり教育の世代」の入学にともない、学生の勉学への姿勢、将来

の就職等への意識の欠如が目立ち始めた。この点への対応を早急に検討する必要が生じている。 

社会デザイン工学科のリメディアル教育は、専門科目で必要な基礎学力の向上と学生の学力修得

度に合わせた講義編成の実施に繋がっているものと評価される。 

 建築学科では、建築全般の仕組みや専門的な用語などの理解を深めることに力点をおいた科目を

用意し、専門教育へ円滑に進めるようにしているところが特色である。 

【改革・改善策】 

機械工学科では、数学や物理学など他の基礎科目と専門科目との関係を学生が意識できるような

カリキュラム改善を平成 21年度実施に向けて行う。 

電気工学科では、尐人数教育の効果をより大きくするためにティーチングアシスタントの積極的

導入を進める。 

電子情報工学科では、評価のばらつきを抑えるため、プレゼンテーションの評価項目と基準を具

体的にして、各教員に周知徹底する。 

化学システム工学科では、平成 20 年度入学生より「修学基礎演習」を新設し、専任教員が分担

して（担任として）尐人数でキャリア教育、工学の基礎としての素養を身につけさせるための授業

を行う。詳細は平成 20 年度新学期までにまとめる。 

社会デザイン工学科では、高校で物理を学習していない学生が数人おり、個別の対応を行う。ま

た、補習授業担当者と工学共通科目である数学、物理の教員との連携を強める。 

③インターンシップ、ボランテｲア 

【現状の説明】 

（インターンシップの実施） 

社会デザイン工学科では、3 年次生の前期科目に「キャリアデザイン」を開講しており、学生全

員が 2〜4 週間の夏季実習（インターンシップ）に参加し、実習終了後は実習内容、実習を通して得
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たものなどについて報告会を行っている。インターンシップ期間中には、学科教員が全実習先を訪

問、就職等に関する情報交換を行っている。建築学科では、職業観を身につけ、企業が求めている

ものを理解させ、専門科目と社会との関連をつけさせるために、平成 19 年度より学生の希望調査を

基に建築実務演習で官庁、企業等での企業研修を実施している。 

【点検・評価】 

社会デザイン工学科は、学科創設以来、実施してきた、「インターンシップ教育の組織的・継続

的実践」が評価され、平成 16 年度九州工学教育協会賞を受賞した。 

インターンシップでは、学生の職業観、責任感に対する意識を高めるとともに、講義で学んだ専

門科目が実社会でいかに用いられているかを確認する好機となっている。問題点として、業種や実

習場所等に関し、学生が希望する実習先と確保された実習先が必ずしも一致しない場合がある。ま

た、学生数に見合う実習先企業の確保に毎年大変な労力を要すことが挙げられる。 

建築学科では、学生の希望と受入れ企業との対応が十分にはとれていないのが現状である。 

【改革・改善策】 

産官学連携によるインターンシップの教育効果が非常に大きいことをアピールして受入れ先の

開拓と更なる理解と協力を得る努力をつづける。 

④履修科目の区分 

【現状の説明】 

 機械工学科では、機械工学を材料力学、流体工学、熱工学、機械設計・工作、機械力学・制御と

5 分野にわけて、それぞれ、授業科目として 4 単位分の必修科目と選択科目 4 科目 8 単位、実験・

実習科目 1 科目必修 2単位、設計演習 1 科目 2 単位の計 16 単位が開講されている。また、機械工学

基礎演習 1 単位、工業力学 2 科目 4 単位、材料工学 1 科目 2 単位、製図法 1 科目 2 単位の必修科目

がある。他に、卒業論文 3 単位、材料工学系、電気系、化学工学系、情報処理系など、14 科目 28

単位の選択科目が開講されている。卒業に必要な専門教育科目の単位は、必修科目 39 単位、選択科

目 49 単位以上である。 

 電気工学科では、基本的に電気主任技術者認定校としての条件を満足した上で、変化する時代の

要請に適応するようにカリキュラムを構築している。卒業に必要な専門教育科目の単位は、必修科

目 66 単位、選択科目 24 単位以上である。 

電子情報工学科における卒業に必要な専門教育科目の単位は、電子情報コースで必修科目 58 単

位、選択科目 34 単位以上、情報デバイスコースで必修科目 82 単位、選択科目 10 単位以上、情報シ

ステムコースで必修科目 80単位、選択科目 12 単位以上である。 

化学システム工学科における卒業に必要な専門教育科目の単位は、化学プロセス工学コース

（JABEE 認定コース）で必修科目 80 単位、選択科目 10 単位以上、化学システム工学コースで必修

科目 62 単位、選択科目 28 単位である。化学システム工学コースでは、多様な職業分野への対応と

言う観点から選択科目を多く配分している。 

 社会デザイン工学科における卒業に必要な単位は、社会デザインコースで必修 53 単位、選択 39

単位以上、建設デザインコース（2008 年度 JABEE 申請コース）で必修 67 単位、選択 25 単位以上で

ある。平成 19 年度における工学共通科目の必修の割合は 70％、専門教育科目の必修の割合は社会

デザインコースで 58％、建設デザインコースで 73％である。 

 建築学科では、1～2 年次の科目単位総数の約 70%程度を基礎的な必修科目とし、3 年次以降に専
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たものなどについて報告会を行っている。インターンシップ期間中には、学科教員が全実習先を訪

問、就職等に関する情報交換を行っている。建築学科では、職業観を身につけ、企業が求めている

ものを理解させ、専門科目と社会との関連をつけさせるために、平成 19 年度より学生の希望調査を

基に建築実務演習で官庁、企業等での企業研修を実施している。 

【点検・評価】 

社会デザイン工学科は、学科創設以来、実施してきた、「インターンシップ教育の組織的・継続

的実践」が評価され、平成 16 年度九州工学教育協会賞を受賞した。 

インターンシップでは、学生の職業観、責任感に対する意識を高めるとともに、講義で学んだ専

門科目が実社会でいかに用いられているかを確認する好機となっている。問題点として、業種や実

習場所等に関し、学生が希望する実習先と確保された実習先が必ずしも一致しない場合がある。ま

た、学生数に見合う実習先企業の確保に毎年大変な労力を要すことが挙げられる。 

建築学科では、学生の希望と受入れ企業との対応が十分にはとれていないのが現状である。 

【改革・改善策】 

産官学連携によるインターンシップの教育効果が非常に大きいことをアピールして受入れ先の

開拓と更なる理解と協力を得る努力をつづける。 

④履修科目の区分 

【現状の説明】 

 機械工学科では、機械工学を材料力学、流体工学、熱工学、機械設計・工作、機械力学・制御と

5 分野にわけて、それぞれ、授業科目として 4 単位分の必修科目と選択科目 4 科目 8 単位、実験・

実習科目 1 科目必修 2単位、設計演習 1 科目 2 単位の計 16 単位が開講されている。また、機械工学

基礎演習 1 単位、工業力学 2 科目 4 単位、材料工学 1 科目 2 単位、製図法 1科目 2 単位の必修科目

がある。他に、卒業論文 3 単位、材料工学系、電気系、化学工学系、情報処理系など、14 科目 28

単位の選択科目が開講されている。卒業に必要な専門教育科目の単位は、必修科目 39 単位、選択科

目 49 単位以上である。 

 電気工学科では、基本的に電気主任技術者認定校としての条件を満足した上で、変化する時代の

要請に適応するようにカリキュラムを構築している。卒業に必要な専門教育科目の単位は、必修科

目 66 単位、選択科目 24 単位以上である。 

電子情報工学科における卒業に必要な専門教育科目の単位は、電子情報コースで必修科目 58 単

位、選択科目 34 単位以上、情報デバイスコースで必修科目 82 単位、選択科目 10 単位以上、情報シ

ステムコースで必修科目 80単位、選択科目 12 単位以上である。 

化学システム工学科における卒業に必要な専門教育科目の単位は、化学プロセス工学コース

（JABEE 認定コース）で必修科目 80 単位、選択科目 10 単位以上、化学システム工学コースで必修

科目 62 単位、選択科目 28 単位である。化学システム工学コースでは、多様な職業分野への対応と

言う観点から選択科目を多く配分している。 

 社会デザイン工学科における卒業に必要な単位は、社会デザインコースで必修 53 単位、選択 39

単位以上、建設デザインコース（2008 年度 JABEE 申請コース）で必修 67 単位、選択 25 単位以上で

ある。平成 19 年度における工学共通科目の必修の割合は 70％、専門教育科目の必修の割合は社会

デザインコースで 58％、建設デザインコースで 73％である。 

 建築学科では、1～2 年次の科目単位総数の約 70%程度を基礎的な必修科目とし、3 年次以降に専
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門性を重視したコース毎の必修科目と選択科目をそれぞれ科目総数の 50%程度ずつ配している。卒

業に必要な単位は、総合コースで必修科目 74 単位、選択科目 18 単位以上、設計・計画コース（2008

年度 JABEE 申請コース）で必修科目 77 単位、選択科目 18 単位以上、構造コース（2008 年度 JABEE

申請コース）で必修科目 82単位、選択科目 10 単位以上である。 

【点検・評価】 

 機械工学科としては学生にはできるだけ多くの科目履修をすることを希望しているが、基礎とな

る低年次科目の選択科目を履修せずに高年次科目を履修する学生が出現している。 

 電気工学科の現状は、妥当であると評価している。 

電子情報工学科の必修･選択の量的配分は、三つのコースの特色を反映したものとなっており適

切な配分であると考えられるが、開講科目の絶対数が多いことが問題と考えられる。 

化学システム工学コースでは、選択科目が多いため、学生の授業態度が希薄化するという難点が

指摘された。平成 19 年度に事業計画ではこの点の見直しをあげ、すでに検討を進めている。 

社会デザイン工学科の建設デザインコースは必修をやや多くしており、両コースとも必修・選択

の配分は適切である。 

 建築学科の現状は、必修と選択がほぼバランスのとれた配分となっている。 

【改革・改善策】 

 機械工学科において、学生の自主性を尊重する意味で選択科目の割合が多いことは評価できる。

しかし、機械力学、要素設計など本来通年で学習すべき科目で半年を必修、残り半年を選択として

いる科目については、平成 20 年度に実施予定のカリキュラム改訂作業において必修化の可能性も含

めて検討する。電子情報工学科のカリキュラム編成における必修･選択の量的配分の適切性について

は現在、カリキュラムそのものの抜本改定を目指して検討中である。化学システム工学科では、選

択科目を 5 科目程度尐なくし、スリム化を図るとともに、その時間を有効に活用し、前述の「修学

基礎演習」を 1 年後期の必修科目とし、勉学意欲を高めるような指導を行うこととした。社会デザ

イン工学科では、3 年次のコース振分けにおいては、安易に必修と選択の割合でコース選定しない

ようにコースの違いを十分説明する。建築学科では、必修と選択の配分バランスの変更はしないが、

コース毎の必修科目の一部について見直しを検討する。 

⑤授業形態と単位の関係 

【現状の説明】 

 機械工学科の講義形式の科目は半期週 1コマで 2単位、実験実習科目は半期週 2 コマで 2単位で

ある。また、テスト形式主体の機械工学基礎演習は半期週 1 コマ 1単位である。電気工学科の各授

業科目は講義、演習、実験に分かれるが、大学設置基準に準じた学則 32 条により定められた単位計

算法が適用されている。電子情報工学科の授業科目と演習科目は週 1 コマを半期履修して 2単位、

実験科目は週 2 コマを半期履修して 2単位となっている。社会デザイン工学科の講義科目と実験は

2 単位、演習、設計製図、実習科目は 1 単位、卒業論文は 6 単位として開講している。基礎的な科

目である構造、地盤、水理科目については、講義 2単位と演習 1 単位を連携させて評価している。

建築学科の講義では理解度を把握するために小課題を与え、設計演習や実験演習等では尐人数によ

る指導を実施し、履修規程に基づく授業時間を行ってそれぞれ 2 単位、1 単位としている。 

【点検・評価】 

 機械工学科では、講義形式科目におけるミニテストを成績評価にどのように反映するか、また、
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実験実習の効率的な実施が可能なカリキュラム編成、実施内容の組み換えを検討する必要がある。 

電子情報工学科の実験科目はグループで実験を行うのに対して、演習科目は単なる演習だけでな

く半分以上の時間は講義を行っていること、また、演習も一人ひとりで行っていることから、この

単位計算方法は妥当である。上記以外の学科の授業の形態と単位の関係は妥当である。 

【改革・改善策】 

 機械工学科では、平成20年度に実施予定のカリキュラム改訂作業において以下の 2点を検討する。 

(1)講義形式科目については、ミニテストを成績評価にどのように反映するか。 

(2)実験実習科目については、効率的な実施が可能なカリキュラム編成、実施内容の組み換えを行う

とともに、週 2 コマ 2単位を１単位にできるような授業形態が可能であるか。 

⑥単位互換、単位認定等 

【現状の説明】 

（単位互換、単位認定方法、認定単位の割合） 

 国内外の大学との単位互換は行っていない。入学前の既修得単位については、学則に基づき学士

入学、編・転入学において単位認定を行っており、教務委員会および学部教授会の議を経て承認さ

れる。認定単位数は卒業要件 138 単位中、学士入学は 81 単位、編・転入学は 65 単位を上限として

いる。 

【点検・評価】 

 入学前の既修得単位については、各大学等でシラバスの整備が進んでいるため単位認定はスムー

ズに行われている。 

⑦開設授業科目における専・兼比率等 

【現状の説明】 

（専任教員の授業比率、兼任教員の教育課程への関与） 

機械工学科の開設授業科目中、専任教員が担当する授業科目数とその割合は、専門教育科目にお

ける必修科目については 89.3％、選択科目 50 科目中電気工学通論 1 科目が非常勤、電子工学通論

および化学工学通論が工学部他学科の教員に担当を依頼している。 

電気工学科の開設授業科目中、専任教員が担当する授業科目数とその割合は、専門教育科目で

36.7 科目、87.4%であり、共通教育科目で、33.5 科目、56.8％である。 

 電子情報工学科の専門教育科目における専任と非常勤の比率は 83:17 であり、主要な必修科目の

大半は専任の教授と准教授が担当している。 

 化学システム工学科の全専門教育科目の 80％程度を専任の教授、准教授が担当している。実験や

演習科目では助教と助手が兼担あるいは補助する。実務家教員による担当が相応しい科目に関して

は、企業実務者の非常勤などを要請し、厳密な資格審査のもとに適材適所で対応している。なお、

常勤と非常勤の担当科目比率は、卒業論文と共通教育科目を除く総科目数で数えると 77：23 である。 

 社会デザイン工学科の全専門教育科目における専任と非常勤の割合は 82：18 であり、必修科目の

大半は専任の教授および准教授が担当している。社会基盤施設設計製図、工業火薬学、エネルギー

施設工学は、現場の知識が必要なため実務家の非常勤講師が担当している。 

 建築学科の必修科目の大半は教授および准教授が担当している。コース毎の必修科目と選択科目

は原則として専任教員が担当しているが、設計製図教育については実務家も一部担当している。 
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実験実習の効率的な実施が可能なカリキュラム編成、実施内容の組み換えを検討する必要がある。 

電子情報工学科の実験科目はグループで実験を行うのに対して、演習科目は単なる演習だけでな

く半分以上の時間は講義を行っていること、また、演習も一人ひとりで行っていることから、この

単位計算方法は妥当である。上記以外の学科の授業の形態と単位の関係は妥当である。 

【改革・改善策】 

 機械工学科では、平成20年度に実施予定のカリキュラム改訂作業において以下の 2点を検討する。 

(1)講義形式科目については、ミニテストを成績評価にどのように反映するか。 

(2)実験実習科目については、効率的な実施が可能なカリキュラム編成、実施内容の組み換えを行う

とともに、週 2 コマ 2単位を１単位にできるような授業形態が可能であるか。 

⑥単位互換、単位認定等 

【現状の説明】 

（単位互換、単位認定方法、認定単位の割合） 

 国内外の大学との単位互換は行っていない。入学前の既修得単位については、学則に基づき学士

入学、編・転入学において単位認定を行っており、教務委員会および学部教授会の議を経て承認さ

れる。認定単位数は卒業要件 138 単位中、学士入学は 81 単位、編・転入学は 65 単位を上限として

いる。 

【点検・評価】 

 入学前の既修得単位については、各大学等でシラバスの整備が進んでいるため単位認定はスムー

ズに行われている。 

⑦開設授業科目における専・兼比率等 

【現状の説明】 

（専任教員の授業比率、兼任教員の教育課程への関与） 

機械工学科の開設授業科目中、専任教員が担当する授業科目数とその割合は、専門教育科目にお

ける必修科目については 89.3％、選択科目 50 科目中電気工学通論 1 科目が非常勤、電子工学通論

および化学工学通論が工学部他学科の教員に担当を依頼している。 

電気工学科の開設授業科目中、専任教員が担当する授業科目数とその割合は、専門教育科目で

36.7 科目、87.4%であり、共通教育科目で、33.5 科目、56.8％である。 

 電子情報工学科の専門教育科目における専任と非常勤の比率は 83:17 であり、主要な必修科目の

大半は専任の教授と准教授が担当している。 

 化学システム工学科の全専門教育科目の 80％程度を専任の教授、准教授が担当している。実験や

演習科目では助教と助手が兼担あるいは補助する。実務家教員による担当が相応しい科目に関して

は、企業実務者の非常勤などを要請し、厳密な資格審査のもとに適材適所で対応している。なお、

常勤と非常勤の担当科目比率は、卒業論文と共通教育科目を除く総科目数で数えると 77：23 である。 

 社会デザイン工学科の全専門教育科目における専任と非常勤の割合は 82：18 であり、必修科目の

大半は専任の教授および准教授が担当している。社会基盤施設設計製図、工業火薬学、エネルギー

施設工学は、現場の知識が必要なため実務家の非常勤講師が担当している。 

 建築学科の必修科目の大半は教授および准教授が担当している。コース毎の必修科目と選択科目

は原則として専任教員が担当しているが、設計製図教育については実務家も一部担当している。 
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 各学科の専・兼比率が示すように、工学部の教育課程への兼任教員（非常勤）の関与は限定的で

ある。 

【点検・評価】 

 電気工学科における専任教員担当割合は約 85％で、専・兼比率等は妥当である。 

 電子情報工学科における主要な必修科目の大半は専任が担当しており、非常勤の担当している科

目の多くは科目の特殊性によるものであるため、この比率は妥当なものであると判断する。 

化学システム工学科は、JABEE 審査などで評価されており、問題点は指摘されていない。 

 社会デザイン工学科の専任教員の担当割合は妥当である。  

建築学科で、設計演習の教育効果を上げるためには実務経験を有する教員の参加が必要である。

学外の実務家の設計教育への積極的な参加により教育効果を上げている。 

助教に、主要授業科目以外の授業科目を担当させている学科とそうでない学科がある。ほとんど

が講師以上の教員との共同担当である。助手には演習、実験又は実習を伴う授業科目の補助をさせ

ている。 

【改革・改善策】 

現在、助教の業務は学科毎に対応させているが、時間をかけて工学部である程度の統一性をもた

せるべく議論していく。 

⑧生涯学習への対応 

【現状の説明】 

JABEE 認定を受けている化学システム工学科では、コース修了生は技術士１次試験が免除され、

就職後の技術士受験への道が開かれている。平成 20 年度には電子情報工学科、社会デザイン工学科、

建築学科の JABEE 申請が予定されており、生涯学習のきっかけになるものと思われる。 

【点検・評価】 

エクステンションセンターの講座にも生涯学習に関するものも開講されているが、工学部学生が

受講できる講座はまだ尐ない。 

【改革・改善策】 

工学部学生用のエクステンション講座を増やす必要があるが、資格試験を伴うものについては、

合格率の数値目標を設定したマネジメントを提案する。 

 

（２）教育方法等 

①教育効果の測定 

【現状の説明】 

（教育効果の測定方法） 

教員レベルでは、前期および後期に実施する授業評価アンケート結果で自己の教育効果を判断で

きる。JABEE 申請の学科では、目標達成度に関するアンケート調査を実施している。 

（測定方法に対する教員間の合意、測定方法の有効性を検証する仕組み） 

工学部では教育マネジメントサイクルを導入し、教育目標を明確に設定、その実現に向けた行動

プログラムを策定、実行、評価し、その評価結果に基づく改善を組織的・継続的に図っている。学

部全体や学科単位で教育マネジメントサイクル活動計画書を作成し、その結果を報告書として大学

に提出し、ホームページ上で公開している。 
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（学生の進路状況） 

平成 18(2006)年度の卒業生（684 人）の進路は、民間企業（517）、官公庁（11）、教員（0）、本

学大学院（71）、他大学院他（36）、進路未定（49）である。工学部の進路未定率は 7%で、大学全体

の 23%に比べかなり低い位置である（「大学基礎データ」表 8）。 

本中項目について、学科毎に相違点があるので以下に記す。 

機械工学科では、平成 16～18 年度に実施採択された特色ある教育「機械工学における計測オー

トメーションに関する実践教育」において、教育効果の測定尺度を検討したが、有効な結論には至

っていない。また、学科内で統一された教育効果の測定は、実施されていない。 

電気工学科では、教育効果を測る最大のものは、科目を担当する教員の行う定期試験と捉えてい

る。これに加え、教員は、日常の授業中に演習や小テストを随時行っている。また、宿題レポート

を課すなどして教育上の効果を把握し、次回の授業で学生の理解をさらに高めるための資料にして

いる。測定方法の判断基準については、統一を図る試みはあるが、専門性の壁もあり、現状、個々

の教員の個別の判断に任されている。期末には、授業評価アンケートを実施し、教育法や教育効果

の学生側の主観的評価を得ている。教育効果の客観的検証としては、電気主任技術者試験の受験結

果や、卒業生の進路決定状況といった、外部での学生評価に頼る以外には無い。卒業生の就職進路

割合はその年によって変わるが、大まかには、15％は電力･電気設備系、35％は製造業系、20％は情

報通信系に、20％はその他の分野（その内の数％は公務員）に就職しており、10％程度は大学院へ

進学している。 

 電子情報工学科では、教育効果の測定は定期試験に加え、中間テスト、小テスト、レポート評価

によってより細かく行っている。この測定方法を採用し、シラバスに明記することを学科で取り決

めて実施している。卒業生の 85％は専門である電子情報産業界に就職し、残りの 15％は大学院に進

学している。授業科目では出席点などの評価を算入しないよう学科で取り決めを行っている。学科

の教育点検委員会が年度末に終わった時点で定期試験の答案、授業評価アンケートの点検を行って

いる。 

化学システム工学科では、学生による授業評価を授業ごとに実施し、授業改善会議にて全員が改

善点などをまとめ、相互評価などを実施している。また、年 2 回程度、外部評価委員会を開催して

いるが、これを多面的に活用し、当学科卒業生からの意見聴取、また第三者として企業の技術者な

どから卒業生の評価を聴いている。就職希望者に関しては、ほぼ 100％の就職率である。大学院へ

の進学率は 10％程度である。 

 社会デザイン工学科では、工学部が実施するアンケートに加え、目標達成度を設定した学科独自

のアンケート調査を全科目において行っている。平成 20 年度に JABEE 認定の受審を予定しており、

これに基づき JABEE 準備委員会において、教育効果ならびに目標達成度等の測定方法を検討、学科

会議において了承を得ながら実施する体制をとっている。本学科の就職先として、総合・一般建設

業ならびに舗装・設備・特殊工事などの「建設業」、測量、設計コンサルタントなどの「建設サービ

ス業」、資材・機材・住宅などの「建設メーカー業」、さらに「公務員」や建設系以外を含むその他

の業種が挙げられる。就職率として平成 15 年度では、82％、平成 16 年度では 92％、平成 17 年度

では、89％、平成 18 年度では、95％となっている。また、大学院への進学率は、平成 17 年度では、

23％、平成 18 年度では、27％に達している。 

 建築学科では、JABEE 委員会を立ち上げ、学習目標達成評価委員会で目標達成度を測るための方
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（学生の進路状況） 

平成 18(2006)年度の卒業生（684 人）の進路は、民間企業（517）、官公庁（11）、教員（0）、本

学大学院（71）、他大学院他（36）、進路未定（49）である。工学部の進路未定率は 7%で、大学全体

の 23%に比べかなり低い位置である（「大学基礎データ」表 8）。 

本中項目について、学科毎に相違点があるので以下に記す。 

機械工学科では、平成 16～18 年度に実施採択された特色ある教育「機械工学における計測オー

トメーションに関する実践教育」において、教育効果の測定尺度を検討したが、有効な結論には至

っていない。また、学科内で統一された教育効果の測定は、実施されていない。 

電気工学科では、教育効果を測る最大のものは、科目を担当する教員の行う定期試験と捉えてい

る。これに加え、教員は、日常の授業中に演習や小テストを随時行っている。また、宿題レポート

を課すなどして教育上の効果を把握し、次回の授業で学生の理解をさらに高めるための資料にして

いる。測定方法の判断基準については、統一を図る試みはあるが、専門性の壁もあり、現状、個々

の教員の個別の判断に任されている。期末には、授業評価アンケートを実施し、教育法や教育効果

の学生側の主観的評価を得ている。教育効果の客観的検証としては、電気主任技術者試験の受験結

果や、卒業生の進路決定状況といった、外部での学生評価に頼る以外には無い。卒業生の就職進路

割合はその年によって変わるが、大まかには、15％は電力･電気設備系、35％は製造業系、20％は情

報通信系に、20％はその他の分野（その内の数％は公務員）に就職しており、10％程度は大学院へ

進学している。 

 電子情報工学科では、教育効果の測定は定期試験に加え、中間テスト、小テスト、レポート評価

によってより細かく行っている。この測定方法を採用し、シラバスに明記することを学科で取り決

めて実施している。卒業生の 85％は専門である電子情報産業界に就職し、残りの 15％は大学院に進

学している。授業科目では出席点などの評価を算入しないよう学科で取り決めを行っている。学科

の教育点検委員会が年度末に終わった時点で定期試験の答案、授業評価アンケートの点検を行って

いる。 

化学システム工学科では、学生による授業評価を授業ごとに実施し、授業改善会議にて全員が改

善点などをまとめ、相互評価などを実施している。また、年 2回程度、外部評価委員会を開催して

いるが、これを多面的に活用し、当学科卒業生からの意見聴取、また第三者として企業の技術者な

どから卒業生の評価を聴いている。就職希望者に関しては、ほぼ 100％の就職率である。大学院へ

の進学率は 10％程度である。 

 社会デザイン工学科では、工学部が実施するアンケートに加え、目標達成度を設定した学科独自

のアンケート調査を全科目において行っている。平成 20 年度に JABEE 認定の受審を予定しており、

これに基づき JABEE 準備委員会において、教育効果ならびに目標達成度等の測定方法を検討、学科

会議において了承を得ながら実施する体制をとっている。本学科の就職先として、総合・一般建設

業ならびに舗装・設備・特殊工事などの「建設業」、測量、設計コンサルタントなどの「建設サービ

ス業」、資材・機材・住宅などの「建設メーカー業」、さらに「公務員」や建設系以外を含むその他

の業種が挙げられる。就職率として平成 15 年度では、82％、平成 16 年度では 92％、平成 17 年度

では、89％、平成 18 年度では、95％となっている。また、大学院への進学率は、平成 17 年度では、

23％、平成 18 年度では、27％に達している。 

 建築学科では、JABEE 委員会を立ち上げ、学習目標達成評価委員会で目標達成度を測るための方
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法を提案し、その仕組みをチェックできる体制を作っている。 

【点検・評価】 

 機械工学科では、教育効果とは卒業生に対する社会の評価であると考えている。全国および九州

地区の中堅企業による本学卒業見込み者に対する求人は、この 2―3 年の好況時はもちろんのこと、

不況時においても就職希望者を十分上回っている。採用担当者からのヒアリングによると、特に設

計製図教育に対する評価が高い。 

 電気工学科で、教育効果の測定法については、十分に統一されていないと判断される。教育効果

の総合的かつ客観的測定法は準備されていない。卒業生の進路としては、本来の専門性と社会の要

請から見て、妥当な状況であると判断している。 

 電子情報工学科では、学科の教育点検委員会が年度末に科目の評価、定期試験の答案、授業評価

アンケートの点検を行っている。卒業生の進路としては、専門領域に就職しており評価できる。 

 社会デザイン工学科では、近年、卒業生の就職率が向上しており、特に院卒学生の進路状況は好

調といえる。 

 建築学科では、評価システムが十分であるかどうかは現在のところ判断できていない。 

【改革・改善策】 

教育効果の客観的な測定法については、その必要性自体を慎重に検討すべきであるが、社会的な

評価を積極的に調査することも視野に入れて、検討する。 

②厳格な成績評価の仕組み 

【現状の説明】 

（科目登録の上限、成績評価法・評価基準、厳格な成績評価の仕組み、各年次および卒業時におけ

る学生の質の保証） 

履修科目登録の上限は学年、学生の能力に係わらず年間 56 単位に設定されている。JABEE に準拠

した厳格な成績評価によって教育成果の保証は得られている。また、3 年、4年への進級時に必要取

得単位数が、所謂「関門」としてそれぞれ 66 単位、110 単位と設定されており、3、4 年次の学生の

質を保証する仕組みの一つとなっている。既に述べたように全学科が JABEE への取り組み、または

準拠した取り組みの一環で成績評価方法および成績評価基準を定め、シラバスに明記している。な

お、科目ごとに、シラバスどおりの評価をしているかどうかは JABEE の審査項目になっている。 

工学部の退学理由の内訳は、本学他学部に比べると、学力不振・進路変更が多い。また、退学者

数も本学他学部に比べると、1、2 年次の割合が高い。卒業時の質の保証で、総合力の評価は卒業論

文に偏重している。また、全国一斉テストのような実力評価は行われていない。 

【点検・評価】 

 化学システム工学科では、JABEE の審査で質の保証が高く評価されている。 

【改革・改善策】 

学生の能力に応じた科目登録数の上限設定を行い、低学年から修学指導を徹底することを提案す

る。また、「継続的学習能力」や JABEE の「デザイン能力」などに相当する専門教育科目の導入を行

う。 
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③履修指導 

【現状の説明】 

（履修指導の適切性） 

 履修指導は、毎年度作成する学修ガイドの中に、当該年度の履修上の注意事項を掲載し、全学生

に配布している。新入生に対しては入学直後に学修ガイドをもとに履修指導を行っている。平成 19

年からＷｅｂ履修登録システムが導入され、学生の履修登録の利便性に配慮している。 

（留年者等に対する教育上の配慮） 

年 1 回、全学科一斉に行われる修学指導の際に、各学科できめ細かく実施している。また、学科

によって相違はあるが、ほとんどの学科で専任教員の学年担任制を設け、学生が卒業するまで責任

をもって指導している。以下に、機械工学科の例を記す。 

機械工学科では、1 年次前期に開設されている「機械工学基礎演習」における成績不良者に対し

て、きめ細かく指導をすることによって、修学に問題のある学生の発見に努めている。また、1年

次終了時の修得単位数 30 単位未満あるいは平均点が 70 点未満の学生については、担任による個別

指導を実施している。2 年次以上については学年末における総修得単位と平均点だけでなく各年次

における修得単位数の経年変化を調査することにより、修学指導をきめ細かく実施している。すな

わち、2 年次終了時の修得単位数 66 単位、3 年次終了時の修得単位 110 単位を下回る留年生だけで

なく、次年度に留年の可能性のある 3年生（80 単位以下）についても担任が必ず個別指導を行う。

さらに、極端に修得単位の尐ない学生については、家族を交えて時間をかけて転部、退学などの針

路変更をも視野に入れて修学に関する相談を受けている。また、精神的な問題がある場合にはヒュ

ーマンデベロップメントセンターなどの専門家によるカウンセリングを勧めている。 

（オフィス・アワー） 

オフィス・アワーについは、全教員、在室時には学生の質問相談を受け付ける体制をとっており、

尐なくとも週 3 時間以上の時間が確保されている。 

JABEE 申請の学科では、「目標と達成度の記録簿」を全学生に配布し、自らの修学および課外学習

などの達成度を自己点検評価させている。さらに、単位不足の学生については保護者に連絡すると

ともに本人に対して修学指導を行っている。 

【点検・評価】 

機械工学科では、学生に対する履修指導は妥当であると考えている。しかし、問題を抱えた学生

への指導に時間をとられて、トップクラスの学生に対する指導がおろそかになっていないかという

懸念がある。電気工学科では、学生に対する履修指導は妥当であると考えている。しかし、学生の

気質の変化への対応については効果的な方策を見出せていない。また、留年生への特別な配慮は修

学指導を除いてなされていない。化学システム工学科では、留年生に対応するのみならず，留年を

減らすための措置が必要である。建築学科では、アドバイザー制や単位不足学生の修学指導につい

てはある程度の履修指導の効果を上げている。 

【改革・改善案】 

 機械工学科では、意欲ある学生にも重きを置いた履修および修学指導のあり方を平成 20 年度に実

施予定のカリキュラム改訂作業において検討する。電気工学科では、他学科あるいは他学部におけ

る事例研究を行い、修学指導法導入の可能性を探る。化学システム工学科では、留年を予防する対

策として、すでに述べた「修学基礎演習」を新設し、担任ごとに生活面の指導を含めて修学上の注
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③履修指導 

【現状の説明】 

（履修指導の適切性） 
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意点をきめ細かく教示することを平成 20 年度入学生より開始する。建築学科では、アドバイザー制

については呼び出しに応じない学生もあり、今後効果的な方法を検討する。 

④教育改善への組織的な取り組み 

【現状の説明】 

（教育方法改善の措置、学生による授業評価、ＦＤ活動に対する組織的な取り組み） 

工学部共通および各学科で、教育効果の測定方法の項で述べた教育マネジメントサイクルを定め、

全学科が JABEE への取り組み、またはこれに準拠した教育改善への組織的な取り組みを行っている。

学生による授業評価は、化学システム工学科が独自アンケートを行っている以外は、工学部共通の

授業アンケートによって行われ、工学部平均との比較などが分析される。結果は全学科の教員に配

布されている。ＦＤ活動は、教育マネジメントサイクルの一環として学科単位で行われている。 

化学システム工学科では、平成 12 年度から「カリキュラム会議」を設けた。会議は学科の教務

担当教員が議長となって、カリキュラム改正を要する事項の審議、各科目についての到達度、評価

方法の検討、他学部学科担当者との教育内容、評価についての調整などを行う。 

工学共通科目の数学、物理学の内容については、工学部各学科でまとめた要望を工学部の教務委

員が理学部側に伝達してカリキュラム改訂に盛り込むようになっている。物理化学、無機化学、有

機化学の各々については、該当分野の化学システム工学科教員と理学部教員との間で、教科書や教

授範囲の調整を行っている。 

また、化学システム工学科では、年に 2 回の頻度で外部評価会議を実施し、教育内容などの点検・

評価を行っている。毎回、特定テーマを設定し、パネル討論会を開き、これらの討論会に学科教職

員の出席を要請し、学習･教育目標について意識の向上と周知を図っている。 

（シラバスの活用） 

シラバスは、様式が統一されＷｅｂ化されている。またＷｅｂによる科目登録時にシラバスがそ

の場で参照できるため、授業評価アンケートの中でも学生が高く評価している。また、初回の授業

でシラバスを利用する教員、1 年次の導入科目でシラバスの活用の仕方を説明する学科が増えてい

る。授業評価アンケート結果は、各学科・教員レベルで活用されている。 

【点検・評価】 

 計画・実践・評価・改善の PDCA サイクルの各ステージが組織的に行われるようになってきた。カ

リキュラム改正や授業のプランを行うＰステージは、学科の承認をともなうため学科会議が主体と

なっている。会議の実施平均回数は 19.7 回／学科であった。また、複数人の教員で授業の計画や実

施、あるいは評価を行っている科目数は、一学科あたり平均 10.0 科目／学科であった。Ｃステージ

で、自己点検を行う会議は 3.8 回／学科で、一学期あたり約 2回開催されていることになる。さら

に、学外者(卒業生を含む)をメンバーに含めた外部評価委員会は別途 1.0 回／学科、開催されてい

る。最後にＡステージに相当する会議は、3.7 回／学科、開催されており、ほぼ自己点検と同期し

て行われている状況である。PDCA サイクルをさらに洗練して確実に回すことが望まれる。シラバス

様式を統一し、学生の評価も高いことから問題ない。工学部では教員個人の教育スキルは十分に向

上しており、また組織的な教育マネジメントサイクルの実施により教員個人のスキル向上に過度に

依存しない体制を目指しているため、ＦＤに関しての課題はない。 

化学システム工学科で実施している化学、化学工学の専門書を教材とする尐人数クラスによる外

書講読演習や、産業界からの外来講師による研究開発序論などの開設による実践的科目の充実は前
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集人員の約 7割を一般入試で募集しており、妥当である（「大学基礎データ」表 15）。 

 

（２）入学者受入れ方針等 

【現状の説明】 

（受入れ方針と理念・目的の関係） 

工学部では、「福岡大学の理念を踏まえ、良心に基づいた社会的責任感を有し、時代に即応した

判断力と、科学技術を以て社会の持続的発展に貢献する人材を育成する。」を教育理念として掲げて

おり、各学科の専門領域を基礎から応用までカリキュラムに応じて修得し、問題解決能力、発表能

力、コミュニケーション能力を養っていける意欲と学力と人間性を備えた生徒の選抜、受け入れを

志向している。 

（受入れ方針と入学者選抜方法、カリキュラムの関係） 

 一般入試では、専門領域の応用までを修得できる基礎的な学力があるか測定できる、また、推薦

入学では学力試験とともに面接を実施しており、専門領域に関する興味や意欲をある程度確かめる

ことができる。 

カリキュラムとの関係については、幅広い教養、倫理観および専門領域の導入から応用までを修

得させる授業科目を組んでいる。問題解決能力や発表能力の涵養のため、設計・演習や卒業論文を、

またコミュニケーション能力を身につけさせるための授業科目を配列している。 

【点検・評価】 

募集の主体である一般入試においては、筆記試験を主としており、相対的学力は妥当に選考され

ている。推薦入学では、面接で各学科の専門領域への興味、適性、適応能力あるいは意欲をある程

度、測ることができる。現時点で改善すべき事項はない。 

 

（３）入学者選抜の仕組み 

【現状の説明】 

（入学者選抜試験実施体制、選抜基準の透明性） 

 本学の入学者選抜試験は入学センターが中心となって全学的な体制で実施される。より具体的な

実施体制はⅡ．大学４.学生の受け入れの項を参照されたい。 

【点検・評価】  

入試形態の多様化とともに、入試業務の負担は重くなっている。 

【改革・改善策】 

 入試形態の簡素化を検討する。 

 

（４）入学者選抜方法の検証 

【現状の説明】 

（入試問題の検証） 

工学部の各学科が直接選考に関わらない入試形態においては、試験科目ごとの専門教員が出題グ

ループを形成し、作題、試験実施、採点、事後のそれぞれの場面において、検討会を繰り返すなか

で、十分な検証が行われている。各学科が独自に小論文、筆記試験を出題し、また、面接者を務め

る入試形態においては、各学科内において十分な検証が行われている。 
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